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現行地域医療構想 新たな地域医療構想
構 想 期 間 2015～2025年度（2026年度も継続） 2027年度から順次開始

位 置 づ け 医療計画の記載事項の一つ 医療計画の上位概念

基本的考え方
団塊の世代が後期高齢者となる2025年の医療需
要を踏まえた病床の機能分化・連携の推進
(2015)125.1万床→(2023目標)119.1万床

(2023実績)119.2万床

高齢者数がピークとなる2040年に向け、外来・在宅、介護と
の連携、人材確保等も含めたあるべき医療提供体制を実現

方 向 性 主に入院医療を対象とした病床の機能分化・連携
の推進

外来医療・在宅医療、介護連携、医療従事者確保等も対象と
し、「治す医療」と「治し支える医療」を担う医療機関の役
割分担を明確化

構 想 区 域 二次医療圏を基本（本県は同一） 必要に応じ見直し

病 床 機 能

・高度急性期
・急性期（減少）
・回復期（急性期を経過した患者への在宅復帰に向けた
医療やリハビリテーションを提供する機能）（増加）

・慢性期（減少）

・高度急性期
・急性期
・包括期（回復期に「高齢者等の急性期患者への医療提供機能」を追
加）

・慢性期

医 療 機 関
機 能 報 告 －

・高齢者救急・地域急性期機能
・在宅医療等連携機能
・急性期拠点機能
・専門等機能

構想区域ごと

・医育及び広域診療機能 広域

調 整 会 議 構想区域その他の必要と認める区域ごとに設置

医 療 介 護
総合確保基金 病床の機能分化・連携の支援 病床の機能分化・連携の支援

医療機関機能に着目した取組の支援

精 神 医 療 － 新たな構想に精神医療を位置づけ

現行地域医療構想と新たな地域医療構想






